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はじめに

　2011 年７月、同年３月の東日本大震災から４ヶ月後、被災された多くの方々に勇気と
希望を与えた女子サッカー“なでしこジャパン”の世界チャンピオンという活躍は、2011
年６月に制定されたスポーツ基本法とあいまって、女性アスリートの支援にさらに拍車を
かけることになりました。女子サッカーだけではなく、現在ではオリンピックに出場する
アスリートの半数は女性であり、女性アスリートの更なる活躍が期待され、環境さえ整え
ば彼女らの高いポテンシャルをより一層引き出せると思われます。そのポテンシャルを開
花させるために女性アスリートの競技生活の環境を整えることは、私たちアスリートを支
える者の使命であり、急務であると考えています。一方、アスリート支援は強化と育成に
分かれますが、支援の多くは強化が中心で、育成まで手が回っていないのが現状です。女
子サッカー“なでしこジャパン”の世界チャンピオンも“ローマは一日にしてならず”、
20 年以上の年月がかかっており、アスリートの強化だけでは継続的な高い競技レベルを
維持することはできません。そのために遠回りに見える“育成”に取りかかることが、そ
の後のスポーツの発展に不可欠であり、怠ってはいけないことと考えています。こころも
身体も子どもから大人へと大きく変わる非常に繊細な成長期のアスリートをどのように指
導して行くか、強化と異なるアプローチが必要です。育成の対象となる金の卵に私たちが
直接指導することもちろんですが、彼女達に寄り添う指導者や保護者の方にもその役割を
担っていただければ、さらに多くのかつ適切な支援が可能になると考え、このテキストを
作成するに至りました。
　このテキストにおいて、成長期とは９歳～18 歳をさしています。著者らは国立スポー
ツ科学センター（JISS）に関わる専門スタッフであり、それぞれの経験を生かして、一部
には JISS 独自のデータを取り入れながら、どのように成長期の女性アスリートを支援し
ていくかを書き上げました。極力言葉の統一をはかり、専門的で難解な表現を回避したつ
もりではありますが、文調が各章によって異なっている点もあります。これは JISS の様々
な分野の専門家が執筆したためとご理解いただければと思います。最後にこのテキストが、
金の卵をしっかり温め、高い競技力を有するアスリートをきちんと日本のスポーツ界に生
み出す、その一助になれば幸いです。
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� メディカルセンター　副主任研究員
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